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  4一共研一68 競合モデルに基づく死因分析
                      東京理科大学理学部野田一雄
 対照群として雌マウス非照射群1ユ6匹，同X線（600R）全身照射115匹，同（800R）頭部照
射116匹，同（800R）躯幹部照射114匹，同（800R）下肢部照射117匹の終生飼育実験データ
について，X線被曝によるマウスの寿命短縮の状況を調べる解析を行った．
 死因が白血病，腫瘍等複数個あり，これらの影響が競合す」るため，一方において各死因によ
る観測された生存曲線を求めると同時に，他方において着目する死因の他に死因が存在しない
と想定する場合の寿命がワイブル分布にしたがうものと仮定し（これらの適合の良さは，以前
の研究においてワイブル確率紙を用いる方法によって験証されている），競合死因モデルによる
これらのimp1icitな生存曲線の最尤推定を行った．その結果いずれの死因においても，観測さ
れた生存曲線から推定される寿命短縮はimp1icitな推定生存曲線からのそれらより大きいこ
とが判明した．このことは，競合死因モデルによらたい単純た観測された生存曲線からではみ
かけ上の寿命短縮にわざわいされる危険性を示している．非照射群との比較において，白血病，
腫瘍，炎症の群すべてに有意差がみられた．腫瘍の群を肺腫瘍，乳腺腫瘍，卵巣腫瘍，その他
の腫瘍に細分した場合，肺腫瘍については各部位において，乳腺腫瘍については躯幹部，下肢
部において，その他の腫瘍については全身，下肢部において有意差がみられた．他のものにつ
